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組立説明書
この度は、木製品をお買い上げ］頁さ，誠にありがとうこさいます。

※この組立説明書を十分にお読みいただき、正しく組立てこ＇使用

ください。

※組立作業をtる場所は、厚手の布などを敷いて床や製品に傷っ

げないように注意してください。

※この短立説明言を読んだ後は大切に保管してください。

△
m
 

本製品は壁から龍した状態てのご使用はてきません。
本製品は必ず安定した場所て壁に寄せた状態て設置

してください。

必要な工旦
•ドライバ一（＋、 一）
・手袋（けが防止の為）

安全に正しくお使いいただくために

1絹み立て前のチェックポイント I

①左団の安全上の注意を必ずお読みください。

②組立にあたっては、プラスドライパーをこ用意ください。

霊動トリバーは使用しないてください。

過剰に締め付けすきて部品や製品が破潰する恐れがあります。

③組立は、必ず安定した平らな場所て＂行ってください。

床や壁なとを傷つけないように厚手の布や段ポールなどを

敷いてください。

④組立る前に必ず、部材及ひ音鉗品を確認してください。

⑤ネジの締め忘れ、締めすさに注意してください、

⑤接著剤の若け忘れ、者け過ざによるはみ呂しに注意してくにさい。

⑦組立作業は必ず二人以J:て行ってください。

Iマークについて 1

心＼ は必ず守って組み立ててください。

◎ 直急して祖み立ててください。

完成図

ベース板

テレヒ取付合旦

支柱

結束J＼ンド

ここに示した注意事項は、危害や損害を未然に防ぐ為の重要な事項てすのて、必ずお守りください。

企、この表示を無視して、誤った取扱いをすると

人が死亡または重傷を負う可能性が想定され，
者屯：牛
言 口 る内容を示しています。

〈 製品の取扱いについての注意 〉

△竺ご：口言［し言悶［：：＼；贔：；。ります。

警告◎ぐらついた場所や條いた場所など不安定な場所に置かないて＂

ください、落ちたり、倒れたりして、けがの原因となりよす。

〈 粗立及び設置する際の汀意 〉

心、 ．:;~~,~'::：二：なっ冒；二；［二、どを敷いて
注意 ください。

●屋外ての使用や水濡れを避けてください。

直射日光やストープなどの熱か直接あたる場所や湿気•乾燥の著

しい所ての使用は避けてください。

本体の変形や変色など、破i員の原因となります。

●キャスター、扉、引出しかある場合は、移動時や開閉時に手や

指などを挟みけがの原因になりますのてご注意ください。

●木製品を設置する際は、必ず-=人以上て移動・設置してください。

設置場所は平らな場所に設置し、背面を壁に寄せてご使用くださ

し＼。

企、この表示を無視して、誤った取扱いをすると人が

• 傷害を負う可能性が想定される内容、および物的

注意傷害の外の発生が想定される内容を示していま丁。

〈 使用する陳の注意 〉

Lt 0~口［：二二雪:：いてくたさい。

注意 。記載されている耐荷重より重いi勿は設置しないて＇くたさい。
製品が破禎したり、転倒て＂けがをする恐れがあります。

〇製品の上に脚を掛けたり、腰を掛けたリ、もたれたりしないてく

ださい、又、小さなお子様のいらっしやるこ家庭ては、ぷら下か

ったリ、乗り窃などの遊びに使用しないよう注差してください。

梨品が破禎したり、転倒て＂けがをする恐れがあります。

0棚板等からはみ出して、機器等を設置しないてください。

破損や転伶」してけがをする恐れがあります。

〇扉など可動部のすきまに手や指などをいれないてくたさい。

けがをする恐れがあります。

0移動の際は、収納しているものを取り除き、必す'-=人て移動して

ください。

寸法図

質量（約）
週応サイス

取付テレビ耐荷重
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お手入れについて
唸本製品の汚れは柔らかい乾いた布て軽くふき取ってください。

濡れた布てふくと、表面がはかれたり変色したリする原因となることがあります。

※裏国，別紙もよくお読みください。組み立て方などを記煎しております。

※改良のため、仕様及ひ外観は予告なく変更することかありますのて＂、こ了承ください。

600 400 

川端 達哉
タイプライター



△戸
この商品は壁に寄せて設置使月する商品てす。

壁から難して設置使用することは原則てきません。 △正
設置場所により、どうしても壁から離して
設置使用される場合は添付の転倒防止金具
をベース板にお取り付けください。

転但防止月添付部品

転倒防止金貝

転倒防止合旦取付ネジ
（タップネジ 5 X 1 6) 

笥 2木

。
ク

転倒防止金貝

（ゴムパッキン付き）

取付ネジ 2本

j 
（タップ之ジ5X 1 6) 

ベ一ス板 。
ク



ベース板に支柱を取付ます。
組立ネジ M8x45の取付は、添付の六角レンチをご使用ください。

壁寄スタンド YTFSF2443H1K/YTFSF2443H1W組立説明書

17 祁品名称とm |31テレピ取付金具の取付
組止をはしめる則し、郎品の数等をご確認ください。

※ 裏圃 及び 組立補足説期書 もら読み〈ださい。 （本製品の都贔匝認や、取リ扱い［間する注意事項を褐戟しております。）

※別紙テレピ取付ネジの選定と金貝の取付方法参屡
（組立補足説明書）

品名 数董
テレビ取付金貝

組立ネジ M8x45 2 ぎ
ハ角レンデ ／ 

碍 | | | | 
本体取｛寸部品 袋話部品表

111し
品名 数菫

結束ハンド 6 ／ 
転倒明止ワイヤー 1 

゜ ベース板

テ□ピ取付ネジ 4本

テレピ取付邪品

品名 数董

樹脂平フッシャー 4 

M4 平フッシャ一 6 

M4x12 6 

M4 x 1 5 4 

M4x22 4 

M6x14 4 

くテレヒ諏付ネジについて＞
左記のネジがすべて遇合しない場合は、テレピメーカーにネジ
穴サイズを董屋して頂き．市賑のネジを別途お求めくださ1,‘

M4のネジをご使月の際は
附属のフッシャーを併用し
取付けて〈ださい。

悧途こ＇講入のテレピ

テレピ取付合旦「 UP マ—ク」

こ
そ定恥0̀0乏ン
~ 

既存の床や、フレヒ＇にキスかっかないように
やわらかい布などて養生してくにさい。

企
テンピ取付ネジは、サイズの違うものを無坦

． に使月した場合、テンピ本体を破損する恐れ

注意がかはす。
必ず最適なサイズを選んて＇ご使月ください。

テレピの設置

ー
ム

&Ir胄□叶羞□賃／i
注意に注意してください。

＼〇樹脂ワッシャ―
と

0 
※樹脂ワッシャー
テレピに凹凸がある場合
にご使用ください。

テレピ殿置後の転倒防止ワイヤーと結束バンドの取付

●テレピ設置後に、テレピ受け部の
合貝に転倒防止ワイヤーを追して

取付ける。

転倒附止ワイヤー

結束パソドを遥す

※取付方法は、別紙

「附属書」を参照

ベース板

へ 3
組立ネジ M8x45 2木

六角レンチ

ペ0

0

0

 

企、 既存の床や、本品にキズがつかないように． 
注意 布などて養生してください。

テレピ受け部の位置を
3段階調節てきます。
4ヶ所の固定ネジを外
して位置を決めて再度
ネジを締め付けてくだ

企、テレヒ’受け部を移動した場合、ネジの

注意 締め付けは確実におこなってください。

△ユ

了ンピ設置後に、テレピ受け部の金具に
転倒防止ワイヤーを取付ける際は、手や
指等の怪我にこ注意ください。
取付後も転1到防止ワイヤーの取扱いに
こ注意ください。

殴置場所と転倒簡止の知理について

亨 品 は 必 ず 安 定 し た 場 所 て
警石 壁に寄せた状態て設置してください。

吉販のネジ＇

転例防」ワイヤ一

ス
タ
ン
ド

壁
団

必ず壁に寄廿た状態て設詈し、ワイヤーを取付て韮倒防止の処置を行う。

企、 賑／りl防止ワイヤーは十分に強度のある璧面に取／寸て〈たさい。
注意 壁団の強度が低いと転倒陪止機能をはたしません。

壁国への取付には市販のネジをこ使月〈ださい。

0 転倒防止ワイヤーはたるみのないように設置して〈ださい。ワイヤーがたるんだ状鰐てはスタソドが転倒した際に過屡の衝堅が加わり

ワイヤーが破損』転倒する恐れがあります。



△戸
この商品は壁に寄せて設置使月する商品てす。

壁から難して設置使用することは原則てきません。 △正
設置場所により、どうしても壁から離して
設置使用される場合は添付の転倒防止金具
をベース板にお取り付けください。
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